
重点目標４ 県内公立図書館等との連携の強化 

 

 

指標 ８ 協力貸出点数 

目  的 県立図書館が県民に必要な資料をどれだけ届けているかを測定します。  

定  義 県立図書館から市町村立図書館等（含県外）へ１年間に貸し出した点数  

達成状況 

平成 27 年度目標値 平成 27 年度実績値 

３７，１００点 

※蔵書移管作業と改修工事による熊谷図書館の

休館（約４か月半）、耐震工事による久喜図書館

の休館（約１か月半）の影響を想定した目標値 

３８，６７１点 

 
 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

県外図書館等 1,300 1,122 893 

県内大学・高校図書館等 1,241 1,157 969 

県内市町村立図書館 42,266 43,497 36,809 

合 計 44,807 45,776 38,671 

平成 27 年度の協力貸出点数は 38,671 点で、目標値を達成しました。ただし、実数は前

年度比マイナスとなっており、全体で 7,105 点、15.5％の減少となっています。このうち

県内市町村立図書館への貸出点数は、36,809 点で 15.4％の減少、県内大学・高校図書館等

への貸出点数は、969 点で 16.2％の減少となっています。久喜図書館の耐震工事と熊谷図

書館の資料再編整備・改修工事の期間中、資料を提供できなかったことが主な原因と思わ

れます。 

他県への貸出しについては、平成 17 年 10 月から国立国会図書館総合目録ネットワーク

へデータ提供を開始し増加傾向にありましたが、平成 26 年度に減少に転じ、平成 27 年度

は 893 冊と 20.4％の減少となっています。県内市町村立図書館への貸出点数は、ここ数年

減少傾向にあり、平成 26年度に一度持ち直しましたが、平成 27年度は 36,809 点と再び減

少に転じています。高等学校図書館への協力貸出は、現在、地元の市町村図書館経由で行

っていますが、高等学校図書館との連絡会議では、県立図書館と学校図書館間の物流ネッ

トワークの構築が課題に挙げられています。現在の搬送方式では、これ以上の配送先の拡

大は困難なことから、これに替わる新たな搬送方式の導入を検討しているところです。 

 


